
 

 

 

 

 

 

 

 

【 資 料 】 

 



 

1. 調査団員・氏名 

（1） 現地調査 

氏 名 担 当 所 属 

佐々木 洋介 

Mr. Yosuke SASAKI 
総 括 

独立行政法人国際協力機構 

客員専門員 

深林 真理 

Ms. Mari FUKABAYASHI 
計画管理 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 水資源第二課 

大谷 重雄 

Mr. Shigeo OTANI 

業務主任/村落給水計画 

/地下水開発計画 

(株)協和コンサルタンツ 

国際事業部 部長代理 

佐藤 壮 

Mr. So SATO 
物理探査/水理地質 

大和探査技術(株) 

補強 

小肩 雅之 

Mr. Masayuki OGATA 
掘 削 

(株)協和コンサルタンツ 

国際事業部 主任技師 

原田 容逸 

Mr. Yoichi HARADA 

給水施設設計/地盤調査・測

量 

(株) 協和コンサルタンツ 

国際事業部 課長 

近藤 修 

Mr.Osamu KONDO 

施工計画 

/積算 

(株)協和コンサルタンツ 

国際事業部 技師 

河原 里恵 

Mrs. Rie KAWAHARA 

維持管理計画/社会状況調査

/環境社会配慮 

株式会社アールクエスト 

補強 

大谷 知行 

Mr. Tomoyuki OTANI 
通 訳 

株式会社テクノスタッフ 

補強 

  

（（22））  概概要要説説明明  

氏 名 担 当 所 属 

涌井 純二 

Mr. Junji WAKUI 
総 括 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 水資源・防災グループ 

水資源第二課 課長 

深林 真理 

Ms. Mari FUKABAYASHI 
計画管理 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 水資源・防災グループ 

水資源第二課 

大谷 重雄 

Mr. Shigeo OTANI 

業務主任/村落給水計画 

/地下水開発計画 

(株)協和コンサルタンツ 

国際事業部 部長代理 

原田 容逸 

Mr. Yoichi HARADA 

給水施設設計/地盤調査・測

量 

(株) 協和コンサルタンツ 

国際事業部 課長 

大谷 知行 

Mr. Tomoyuki OTANI 
通 訳 

株式会社テクノスタッフ 

補強 

  

 

A-1



（1）現地調査

佐々木 深林 大谷 佐藤 小肩 原田 近藤 河原 大谷(知)

（総括） （計画管理）
（業務主任/村落
給水計画/地下
水開発計画）

（物理探査/水理
地質）

（掘　削）
（給水施設設計/
地盤調査・測量）

（施工計画/積
算）

（維持管理計画/
社会状況調査/
環境社会配慮）

（仏語通訳）

1 4月3日 日 羽田→バマコ 羽田→バマコ 羽田→バマコ 羽田→バマコ

2 4月4日 月 再委託準備 再委託準備 再委託準備 通訳業務

3 4月5日 火 再委託準備 同上 同上 同上

4 4月6日 水 DNH表敬 DNH表敬 DNH表敬 同上

5 4月7日 木 バマコ→モプチ 再委託準備
移動バマコ→

モプチ
同上

6 4月8日 金 同上
DNHモプチ州
支局、サイト調

査
同上

7 4月9日 土 同上
モプチ→テネン
クー→セグー

同上

8 4月10日 日 同上 セグー→バマコ 同上

9 4月11日 月 同上 再委託準備 同上

10 4月12日 火 資料収集 同上 資料収集 同上

11 4月13日 水
大使館表敬、

資料整理
資料整理 同上 同上 同上

12 4月14日 木
上位計画、他ド

ナー調査
同上 資料収集 同上 同上

13 4月15日 金 同上 同上 同上 同上 同上

14 4月16日 土 資料整理 同上 同上 同上 同上

15 4月17日 日 同上 団内打合せ 団内打合せ 団内打合せ 同上

16 4月18日 月 同上 資料収集
再委託入札業

務
再委託入札業
務、資料収集

同上

17 4月19日 火 同上 同上 同上 同上 同上

18 4月20日 水 バマコ→モプチ 同上 同上 同上 同上

19 4月21日 木
DRH打合せ、

情報収集
再委託先打合

せ
同上

再委託先打合
せ

同上

20 4月22日 金 資料収集 サイト調査準備 羽田→バマコ 同上 同上 同上

21 4月23日 土 同上 同上
再委託先打合

せ
サイト調査準備 同上 同上

22 4月24日 日
サイト調査、
団内打合せ

バマコ→モプチ 試掘管理準備 バマコ→モプチ 団内打合せ 同上

23 4月25日 月 モプチ→バマコ サイト調査
再委託先打合

せ
DRH打合せ、
サイト調査

再委託先打合
せ、資料収集

同上

24 4月26日 火
再委託先打合

せ
同上 同上 サイト調査 同上 同上

25 4月27日 水 同上 同上 同上
州政府、

UNICEFヒアリ
サイト地調査準

備
同上

26 4月28日 木 サイト調査準備 資料収集 同上 DRH・資料収集 同上 同上

27 4月29日 金 資料収集 同上 同上 サイト調査 同上 同上

28 4月30日 土 資料整理 同上 同上 同上 同上 同上

29 5月1日 日 資料整理 同上 同上 資料整理 同上 同上

30 5月2日 月 資料整理 同上 同上 サイト調査
再委託先打合

せ
同上

31 5月3日 火 再委託先業務 同上 同上 同上
サイト地調査準

備
同上

32 5月4日 水 同上 同上 同上 同上 同上 同上

33 5月5日 木 同上 同上
バマコ→モプ
チ、再委託先

打合せ
同上 同上 同上

34 5月6日 金 資料整理
再委託先打合

せ
サイト調査 同上

サイト地調査準
備

同上

35 5月7日 土 同上 サイト調査 同上 同上 バマコ→モプチ 同上

36 5月8日 日 同上 同上 同上
モプチ→ジェン

ネ、
サイト地調査準

備
同上

37 5月9日 月 同上 同上 同上 サイト調査 再委託先打合せ 同上

38 5月10日 火 同上 同上 同上 同上 羽田→バマコ 同上 同上

39 5月11日 水
バマコ→ジェン

ネ
同上 同上

資料整理、再委
託管理

バマコ→ジェン
ネ

サイト調査 同上

DNH、エネルギー・水省表敬、KfW、UNDSSヒア
リング

インセプションレポート説明、DNH協議、バマコ
→モプチ

DNHモプチ州支局､州知事表敬､ｻｲﾄ調査

モプチ→テネンクー県庁、DNHテネンクー県事務所表敬→セグー

→パリ→

2．調査行程

調査団員氏名

JICA団員

資料収集、ミニッツ協議

JICA/ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 コンサルタント団員

（担当分野）

羽田→パリ→ダカール

JICAセネガル事務所打合せ、ダカール→バマコ

→羽田

セグー→バマコ

DNH、ミニッツ署名

大使館表敬、バマコ→ダカール

JICAセネガル事務所報告、ダ
カール→
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佐々木 深林 大谷 佐藤 小肩 原田 近藤 河原 大谷(知)

（総括） （計画管理）
（業務主任/村落
給水計画/地下
水開発計画）

（物理探査/水理
地質）

（掘　削）
（給水施設設計/
地盤調査・測量）

（施工計画/積
算）

（維持管理計画/
社会状況調査/
環境社会配慮）

（仏語通訳）

調査団員氏名

（担当分野）

40 5月12日 木
DRH打合せ、
サイト調査

資料整理 資料整理 サイト調査 サイト調査 同上 同上

41 5月13日 金 サイト調査
ジェンネ→モプ

チ
ジェンネ→モプ

チ
ジェンネ→モプ

チ、
同上 同上 同上

42 5月14日 土 同上
モプチ→テネン

クー
モプチ→テネン

クー
モプチ→テネン

クー、
モプチ→テネン

クー、
同上 同上

43 5月15日 日 同上
テネンクー→モ

プチ
テネンクー→モ

プチ

テネンクー→モ
プチ、サイト調

査

サイト調査
テネンクー→モ

プチ
同上 同上

44 5月16日 月
ジェンネ→モプ

チ
資料整理 試掘管理準備 サイト調査 サイト調査 同上 同上

45 5月17日 火 サイト調査 同上 同上 同上 同上 同上 同上

46 5月18日 水 ＤＲＨ打合 同上
モプチ→テネン

クー
同上

モプチ市場調
査

ステークホル
ダー

同上

47 5月19日 木 同上 サイト調査 試掘監理
モプチ→ジェン

ネ、
サイト調査

サイト調査 同上

48 5月20日 金
資料収集、モプ

チ→
同上 同上

ジェンネ→モプ
チ、

同上 再委託管理 同上

49 5月21日 土 サイト調査 資料整理 同上 サイト調査 同上 サイト調査 同上

50 5月22日 日
テネンクー→バ

マコ
モプチ→バマコ 同上 モプチ→バマコ

移動モプチ→
バマコ

同上 同上

51 5月23日 月 資料整理 資料整理 同上 資機材調査
バマコ市場調

査
再委託監理 同上

52 5月24日 火 同上 同上
テネンクー→モ

プチ
同上 同上

モプチ→ジェン
ネ

同上

53 5月25日 水 同上 同上 試掘管理 同上 同上 サイト調査 同上

54 5月26日 木 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

55 5月27日 金 同上 同上 同上 同上 同上
ステークホル

ダー
同上

56 5月28日 土 同上 バマコ→ 同上 同上 同上 サイト調査 同上

57 5月29日 日 同上 →パリ→ 同上 同上 同上 同上 同上

58 5月30日 月 資料収集 →羽田 同上 概略設計 同上
サイト調査、

ジェンネ→モプ
チ

同上

59 5月31日 火 同上 同上 同上 同上
モプチ→テネン

クー
同上

60 6月1日 水
テクニカルノー

ト準備
同上 同上

バマコ→モプ
チ、試掘状況

視察

ステークホル
ダーミーティン
グ、テネンクー

→セグー

同上

61 6月2日 木 同上 同上 同上 試掘状況視察
セグー→バマ

コ
同上

62 6月3日 金 同上 同上 同上
モプチ→バマコ

資料整理 同上

63 6月4日 土 同上 同上 同上 市場調査 同上 同上

64 6月5日 日 同上 同上 同上 資料整理 同上 同上

65 6月6日 月 同上 同上
テクニカルノー

ト協議
市場調査 再委託管理 同上

66 6月7日 火 同上 同上 バマコ→ 同上 同上 同上

67 6月8日 水 資料整理 同上 →パリ→ 同上 同上 同上

68 6月9日 木 大使館報告 同上 →羽田 同上 同上 同上

69 6月10日 金 バマコ→モプチ 同上 同上 同上 同上

70 6月11日 土 モプチ→バマコ 同上 同上

71 6月12日 日

バマコ→ダカー
ル、JICAセネ
ガル事務所報

告

同上 同上

72 6月13日 月 ダカール→ 同上 市場調査
再委託管理、

バマコ→
同上

73 6月14日 火 →パリ→ 同上 同上 →パリ→ 同上

74 6月15日 水 →羽田 同上 同上 →羽田 同上

75 6月16日 木 同上 同上 同上

76 6月17日 金 同上
DNH報告、資

料整理
同上

77 6月18日 土 同上 バマコ→ バマコ→

78 6月19日 日 同上 →パリ→ →パリ→

79 6月20日 月 同上 →羽田 →成田（東京）

80 6月21日 火 同上

81 6月22日 水 同上

シカソ人力ポンプ工場視察、他
案件サイト視察

同上
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佐々木 深林 大谷 佐藤 小肩 原田 近藤 河原 大谷(知)

（総括） （計画管理）
（業務主任/村落
給水計画/地下
水開発計画）

（物理探査/水理
地質）

（掘　削）
（給水施設設計/
地盤調査・測量）

（施工計画/積
算）

（維持管理計画/
社会状況調査/
環境社会配慮）

（仏語通訳）

調査団員氏名

（担当分野）

82 6月23日 木 試掘管理

83 6月24日 金 同上

84 6月25日 土 同上

85 6月26日 日 同上

86 6月27日 月 同上

87 6月28日 火 同上

88 6月29日 水 同上

89 6月30日 木 同上

90 7月1日 金 同上

91 7月2日 土 同上

92 7月3日 日 同上

93 7月4日 月 同上

94 7月5日 火 同上

95 7月6日 水 同上

96 7月7日 木 同上

97 7月8日 金 同上

98 7月9日 土 同上

99 7月10日 日 同上

100 7月11日 月 同上

101 7月12日 火 同上

102 7月13日 水 同上

103 7月14日 木 同上

104 7月15日 金 同上

105 7月16日 土 同上

106 7月17日 日 同上

107 7月18日 月 モプチ→バマコ

108 7月19日 火

バマコ→ダカー
ル

JICAｾﾈｶﾞﾙ事務
所打合せ

109 7月20日 水
ダカール→バマ

コ

110 7月21日 木 資料整理

111 7月22日 金 同上

112 7月23日 土 同上

113 7月24日 日 同上

114 7月25日 月 再委託先打合せ

115 7月26日 火 同上

116 7月27日 水 大使館報告

117 7月28日 木 バマコ→

118 7月29日 金 →パリ→

119 7月30日 土 →羽田
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涌井 深林 大谷 原田 大谷(知)

（総括） （計画管理）
（業務主任/村落
給水計画/地下水

開発計画）

（給水施設設計/
地盤調査・測量）

（仏語通訳）

1 10月17日 月

2 10月18日 火
DNH打合せ、資料
収集

通訳業務

3 10月19日 水 資料収集 同上

4 10月20日 木 同上

5 10月21日 金 資料収集 同上

6 10月22日 土 同上 同上

7 10月23日 日 同上 同上

8 10月24日 月 同上 同上、バマコ→

9 10月25日 火 →パリ→

10 10月26日 水 →成田

→パリ→

→羽田

DNH協議

（担当分野）

覚書署名、外務国際協力省表敬、在マリ日本国大使館
報告、バマコ→

ジェンネ→バマコ、団内協議

バマコ→ジェンネ、サイト視察

同上

エネルギー・水省表敬、DNH協議

JICAセネガル事務所打合せ、ダカール→バマコ

（2）概要説明

羽田→ダカール

調査団員氏名

JICA/ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 JICA団員 コンサルタント団員

羽田→バマコ
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3. 関係者(面会者)リスト 

【エネルギー水省(MEE)】 

Pr. Lamissa DIABATE Secrétaire Général (エネルギー水省次官) 

Tiétlé FOMBA Conseiller technique(エネルギー水省顧問) 

 

【国家水利局(DNH)】 

Mme. LY Fatoumata KANE Directrice(国家水利局局長) 

Alassane BOCOUM Directeur adjoint(国家水利局次長) 

Yaya Boubacar Chef Division Développement des Stratégies et Suivi des  

 Programmes (DDSSP)  

 (国家水利局戦略開発・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ部長) 

Jean DENA Chargé de documentation, DDSSP 

 (国家水利局戦略開発・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ部資料担当) 

Madioké DIAWARRA Chargé suivi Projet UEMOA (国家水利局 UEMOA 

 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ担当（前モプチ水利局局長）) 

Abdoulaye KANE Chargé de la Coordination de la mise en œuvre des  

 Programmes et Projets d'hydraulique villageoise  

 et pastrale 

 (村落牧畜給水ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 

Bilaly DIKO Chef de section hydraulique villageoise et pastrale 

 (村落牧畜給水課長) 

Mme. TRAORE Chef de Projet, 18 communes de Mopti 

 (モプチ州 18 コミューンプロジェクトマネージャー) 

Drissa SAMAKE Chef de Projet Plateua Dogon (PHV PD)  

 (ドゴン台地プロジェクトマネージャー) 

 

【国家衛生汚染公害監督局(DNACPN)】 

Félix DAKOUO Directeur(国家衛生汚染公害監督局局長) 

Boubacar DIAKITE Directeur adjoint(同次長) 

Drissa TRAORE Chef de division Etude et Planification statistique 

 (調査統計企画部部長) 

Traoré ABDOULAYE Chef de division Contrôle des plllution et Nuissances et  

 Suivi environnemental(汚染公害監督環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ部) 

Fousseyni DIARRA Coordinateur AEPA/MR 

 (飲料水供給、衛生、小規模施設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 

Mme. DICKO Niafatouma ASCOFAARE Chef d'acccuil et Orientation(受付案内室室長) 

Nouhoun THERA Chef de division Assainissement par Intérim 

 (衛生部代理部長) 

 

【モプチ州】 

Alou Diarra Gouverneur Mopti(モプチ州知事) 
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Mamadou Gaoussou Traoré Conseiller du gouverneur à la Sécurité 

 (行政司法担当州知事顧問) 

Adama Niaré Conseiller aux affaires administratives et juridiques du  

 Gouverneur(安全担当州知事顧問) 

Mmini DAMANGO Conseiller aux affaires économiques et financiers 

 du gouverneur(経済財政州知事顧問) 

Bamory Dembélé Chef de subdivision des routes de sévaré 

 (モプチ州設備運輸局道路課長) 

 

【モプチ州水利局(DRH Mopti)】 

Nouhoum COULIBALY Directeur(モプチ州水利局長) 

Ibrahim SIDIBE SＬH Mopti et Djenné(モプチ、ジェネ県水利事務所長) 

 

【モプチ州保健局】 

Dr. Mama COUMARE Directeur régional de la Santé(モプチ州保健局局長) 

Sidiki Traoré Chargé SIS (Système informatique sanitaire)  

 (モプチ州保健局保健情報システム担当) 

 

【テネンク県】 

Donatien Dabou Gouverneur Ténénkou(テネンク県知事) 

Amadeou DIARRA Ténénkou et Youwarou 

 (テネンク、ユワル県水利事務所所長) 

 

【国連安全対策部(UNDSS)】 

Nestor OUEDRAOGO Security Adviser (国連安全対策部門顧問) 

 

【ドイツ復興金融公庫(KfW)】 

Stefan LECHNER Chargé de Programme, secteur eau et Assainissement 

 (水衛生分野プログラム担当) 

 

【在マリ日本国大使館】 

横内智則 専門調査員   

  

 

【JICA セネガル事務所】 

大久保久俊 所長 

増田淳子 次長 
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4.討議議事録(M/D)
4-1 討議議事録
(1) 現地調査時
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討議議事録（和訳）
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(2)概要説明時（覚書）
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マリ共和国 
「モプチ地方飲料水供給計画」 

協力準備調査に関する覚書 
 

 独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は、2011 年 10 月 18 日から 10 月 24 日まで

JICA 地球環境部 水資源第二課長 涌井 純二を団長とする調査団をマリ共和国（以下

「マリ国」）に派遣した。調査団はマリ国側と下記事項について合意した。ただし「準備調

査報告書案」（以下「報告書案」）は日本政府の承認を待っている状況であり、承認が得ら

れ次第速やかに下記ミニッツに署名する。なお、「報告書案」の承認およびミニッツの署名

は、必ずしもプロジェクトの実施をコミットするものではなく、無償資金協力として別途

日本政府により承認される必要がある。 

 

 合意事項 

・「報告書案」の基本的な内容 

・最終準備調査報告書は 2012 年 2 月頃送付すること 

・ミニッツ（案）（別添１） 

・スケジュール及び概算事業費が決定した際には、改めて JICA セネガル事務所より連絡

すること 

 ・現地調査時に確保した試掘井を本プロジェクト実施までの間に住民が他用・転用する

ことがないよう責任もって管理すること 

 

以上 

 

バマコ 2011 年 10 月 24 日 

 

添付資料 

１．ミニッツ案 

２．概算事業費項目表 

 

 

 

                                          

涌井 純二                   LY FATOUMATA KANE 

団長                      国家水利局長 

協力準備調査                  エネルギー・水省 

国際協力機構                  マリ共和国 
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覚書（和訳）



              添付資料1 

協議議事録 

マリ共和国 

「モプチ地方飲料水供給計画」 

協力準備調査 概略設計概要説明 

 

 

独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は 2011 年４月から 7月にかけて「モプチ地方飲料水供給

計画」協力準備調査（以下、本計画）にかかる調査団をマリ共和国（以下、マリ国）へ派遣した。調査

団は協議、現地調査、技術的な検討に基づいて準備調査報告書案を作成した。 

協議の結果、双方は附属書に記載された主要事項につき合意した。 

 

 

バマコ  

 

 

 

                  

 

JICAセネガル事務所 

国際協力機構 

 

                  

LY FATOUMATA KANE  

国家水利局長 

エネルギー・水省 

マリ共和国 
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附属書 

 

1. 準備調査報告書の内容 

マリ国側は準備調査報告書の内容について基本的に合意した。 

 

2. 日本の無償資金協力制度 

2-1.  マリ国側は、日本の無償資金協力の仕組み及び本計画実施の前提条件となるマリ国側の負担事

項・予算措置について理解し、実施スケジュールに基づき必要な措置を適切に行うことを約束し

た。無償資金協力の仕組み、およびマリ国側の負担事項・予算措置については、本計画のために

2011 年 4 月 12 日に両者が合意した協議議事録（以下、前回 M/D という）に記載のあるとおりで

ある。 

2-2.  上記の一般的な被援助国側負担事項に加え、本議事録に記載のある事項について、マリ国側は

必要な措置を適切に行うことを約束した。 

2-3.  マリ国側は、本調査の実施が、案件の実施を約束するものではないことについて理解した。ま

た案件が実施されることになっても、閣議承認の過程で、概略設計概要書に記載のある支援範囲

については、さらに変更が行われる可能性があることについても理解した。 

 

3. 責任機関および実施機関 

双方は、本計画の責任機関および実施機関については前回 M/D と変更が無く、エネルギー・水省 

国家水利局であることを確認した。両機関の組織図については、前回 M/D のとおりである。 

 

4. マリ国側負担事項 

マリ国側は、無償資金協力の仕組みに記載のあるマリ国側の負担事項・予算措置に加え、前回 M/D、

本 M/D および準備調査報告書に記載のマリ国側の負担事項・予算措置について、本計画の実施スケ

ジュールに基づき、必要な経費を確保し適切に履行することを約束した。また、本計画の実施に際

して必要な免税措置を行うことを約束した。 

マリ国負担事項に関する必要な手続きと実施期限を Annex-6 に示す。 

1) 銀行取極め(B/A)及び A/P 通知等の銀行手続きの実施、手数料の負担 

2) 環境ライセンスの申請と取得 

3) 環境社会配慮のモニタリングの実施 

4) 本プロジェクト調達資機材の港における陸揚げ、通関、国内輸送の保障 

5) 本プロジェクト調達資機材やサービスに対するマリ国の関税、VAT を含む内国税及びその他の財政

課徴金の免除手続き 

6) プロジェクトの実施に携わるコンサルタントや建設業者等関係者のマリ国の出入国や滞在のための

便宜 

7) プロジェクト関係機関との調整 

8) 日本人関係者の安全管理のための護衛派遣に関する支援、州知事への要請 

9) プロジェクトの工事に必要となる土地の取得と整地 

10) 村落住民による人力ポンプ付井戸施設の井戸周りの簡易ブロック壁の建設(材料は日本側建設業

者が支給) 

11) レベル 2 施設の監視小屋建設 

12) 村落のプロジェクト実施に対する受諾書の取り付け 

13) ソフトコンポーネントに関し、DRH のアニメーターによる支援 

14) 水場委員会（CGEP）設立・再活性化の支援・監理 
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15) 上水道利用者組合（AUEP）設立の支援・監理 

16) ソフトコンポーネント活動完了後の施設運営・維持管理にかかる持続性維持のためのモニタリング 

17) DNH に関係する業務の監理 

18) プロジェクト実施部署の活動 

19)  

5. その他の協議事項 

5-1．計画対象地域 

要請対象地域であるモプチ州モプチ県、ジェンネ県、テネンクー県、ユワロー県の支援の妥当性を

検討した結果、地区へアクセスと建設期間の問題からユワロー県を除き、3 県に対して事業実施計画

を策定した。 

  

5-2．支援対象範囲 

  調査団は要請内容について前回 M/D で合意した選定基準に基づき検討した結果、下記のとおり支援

内容の絞り込みを行った。マリ国側はその結果について合意した。 

  ・施設建設：人力ポンプ付井戸給水施設   74 施設 

        配管型簡易給水施設       9 施設 

  ・技術支援：住民の運営維持管理組織設立支援及び能力強化および住民への衛生啓発 

 

5-3．施設建設のための前提条件 

  双方は、給水施設建設のための３つの前提条件を確認した。その条件とは、 

①住民のプロジェクト受諾意志、 

②住民の運営・維持管理組織化、 

③住民による貢献金の積み立てである。 

DRH は、プロジェクト実施前の E/N 締結までに村落側の同意を確認し、合意書をまでに確認する。

②、③についてはコンサルタントが実施する建設前のソフトコンポーネント活動の中で支援し、確認

する。これらの条件を満足しない村落については、原則的に対象村落から除外するものとする。 

 

5-4．環境影響評価・環境社会配慮 

（1） 環境社会配慮のモニタリング 

  本計画における環境社会配慮のモニタリングは、準備調査報告書に記載したモニタリング計画に従

って、国家水利局が実施する。また、そのモニタリング結果は、Annex-7 のモニタリングフォームに

基づき、JICA へ報告する。 

（2） モニタリング結果の公開 

  マリ国側は、国家水利局によって実施されたモニタリング結果を JICA が公表することについて合

意した。また、JICA はマリ国側の証人を前提として、第三者の要求に応じて、さらなる情報公開を行

うことを説明した。 

（3） 環境チェックリスト 

  双方は、Annex-8 の本計画に関する環境社会配慮のチェックリストについて確認した。 

 

5-5．人力ポンプ付井戸給水施設（レベル１施設）の仕様 

双方は、成功井の基準、井戸仕様、付帯・排水施設の仕様、採用ポンプ等について合意した。なお、
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井戸周りの簡易ブロック壁の建設には、住民が労働力を提供することとする。建設材料は日本側が用意

する。 

 

5-6．レベル１施設の代替村落 

Annex-3 のとおり、レベル１施設建設対象外となった 14村落を代替村落とすることについて、マリ

国側は合意した。 

・5-3 に記されている前提条件が満たされなかった場合 

・成功井が 2 回の掘削によって確保できない場合 

・他ドナーとサイトが重複した場合 

 

5-7．配管型簡易給水施設（レベル 2施設）の仕様 

  双方は、施設の仕様について合意した。水中ポンプの動力源はソーラーシステムとするが、導入に

あたり、適切な運用・維持管理、および盗難対策が重要である。これにつき、マリ国側は上水道利用組

合やコミューンに対して、必要な対応・支援を行うことを約束した。 

  また、地下水位計測用の穴及び設置ソーラーパネル数及び設置位置については、詳細設計時に最終

確認を行うことで合意した。 

 

5-8. 試掘井の取り扱い 

  マリ国側は、現地調査時に確保した試掘井を本プロジェクト実施までの間に住民が他用・転用する

ことがないよう責任をもって管理することを約束した。 

 

5-9．技術支援の内容 

 調査団は施設の運営・維持管理の重要性をマリ側に説明した。実施体制の強化並びに運営維持管理を

強化するため、ソフトコンポーネントは実施される。調査団は以下の事項についてマリ側に説明し、マ

リ側はこれを合意した。 

（1） ソフトコンポーネント 

 ・住民の運営維持管理組織（水場委員会、上水道利用者組合）の設立支援 

 ・運営維持管理組織に対する新設給水施設の運営維持管理指導 

 ・住民に対する衛生啓発 

（2） 初期操作・運用指導 

 ・レベル 1 施設の保守作業 

 ・レベル 2 施設の運転、保守作業 

 

5-10．プロジェクトの重複 

 本プロジェクトの対象サイトに対し、他ドナーや他機関による支援が行われる場合、前回 M/D で合意

したとおり、マリ国側は重複が発生しないよう当該ドナー、機関と調整を行うことを約束した、 

 

5-11. 安全の確保 

 調査団は、本プロジェクトを実施する上で、邦人関係者に対する十分な安全対策を措置することが必

要不可欠であることを説明し、マリ国側は安全確保のための必要な措置を講じることを約束した。尚、
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安全確保にかかる費用は日本側が支払う。 

 

添付資料 

Annex-1 プロジェクト対象位置図 

Annex-2 プロジェクト内容 

Annex-3 対象・代替村落リスト 

Annex-4 無償資金協力に関するガイドライン 

Annex-5 両国の主要な分担事業内容（土木案件） 

Annex-6 マリ国負担事項に関する必要な手続きと実施期限 

Annex-7 環境社会配慮モニタリングフォーム 

Annex-8 環境チェックリスト 
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4-2 テクニカルノート（現地調査時）
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テクニカルノート（和訳）
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添付資料5．環境影響評価手続きに関するDNHのレター
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